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ときがわ町地域公共交通活性化協議会 （埼玉県ときがわ町）

平成１８年２月の２村合併前から運行されていた町営バス２路線と民間路線バスが存在し、路線の接続、運賃の整合が図
られていなかった。

そこで、ハブバス停「せせらぎバスセンター」を建設し、平成２２年１０月から町営バスと民間路線バスを統合し、ゾーン制運賃、
フリーパスの導入も行い、利用者が利用しやすい路線網に再編した。あわせて、車両を小型化し、交通空白地域にある高齢者
の自宅とバスセンターを結ぶ「ときがわ式デマンド交通」を導入し、高齢者の移動負担を軽減している。

概 要

路線バス

【再編前イメージ】

（町営）
（民間）

（町営）

小川町駅

大野地域
武蔵嵐山駅

役場、明覚駅

小川町駅

大野地域 武蔵嵐山駅
せせらぎバ
スセンター

路線バス
路線バスとデマンドの併用
（ときがわ式デマンド交通）

【再編後イメージ（平成２２年１０月４日～）】○バス停のハブ＆スポーク化

・「せせらぎバスセンター」をハブバス停として整備
し、同じ時間帯にバスが集まり、乗換を経て一斉
にバスが発車する。（乗換時間が発生しないよう
設定）

・バスセンターで必ず乗換えが発生するが、その
分多方向へ行くことが可能。

（民間）

（民間）
（民間）

（民間）
（民間）

『ハブ＆スポーク化』で新しい生活交通ネットワークを実現！

総合事業

○ときがわ式デマンド交通の導入

・自宅付近からバスセンターまで、ワゴン車による
デマンドバスを導入する。当面は２地域（大野・
椚平（くぬぎだいら））に、路線バスとデマンドバ
スを時間帯別に交互に運行する。

：ゾーン制運賃
左の路線網を５つのゾーンに分け、ゾーン内

２００円で利用、他のゾーンに入った時点で１０
０円加算され、上限は４００円。

：フリーパス
通学定期、高齢者定期（６５歳以上）は全ゾー

ン乗降り自由。
通勤定期は利用指定ゾーン内乗降り自由。
その他、町民対象のバスサポートパス、観光

客対象の観光フリーパスの発行。

：ときがわ式デマンド交通
大野地域・椚平地域において、時間帯ごとに

路線バスとデマンドバスを交互に運行。デマン
ドバス運行時間帯は、デマンドバス停留所（左
図“デマンドバス対応路線”上）の他に、当該地
域の路線バス停留所からも利用できる。

○定期的な交通需要の把握と需要喚起

・乗降センサーを設置し利用者の把握を定期的
に行う。利用者アンケートを行うことで需要の把
握と毎年度見直す目安とする。

・地域説明会を行い、地域の実情を把握するとと
もに、公共交通の必要性、重要性を説明し、住
民の意識改革を図り、利用促進につなげる。

椚平（くぬぎだいら）地域 越生（おごせ）駅 椚平（くぬぎだいら）地域 越生（おごせ）駅

分多方向へ行くことが可能。
・分かり易いゾーン制運賃と、乗降自由のフリーパ
スを導入。

せせらぎバスセンター

小川町駅

武蔵嵐山
駅

越生
駅

（民間）

椚平（くぬぎだいら）地域

大野地域
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ときがわ町の概要ときがわ町の概要
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ハブバス停ハブバス停 せせらぎバスセンターせせらぎバスセンター ときがわ式デマンドバスときがわ式デマンドバス
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利用しやすいバス料金ゾーン制運賃、定期券利用しやすいバス料金ゾーン制運賃、定期券



中国運輸局

・「北設楽郡公共交通活性化協議会」が主体となり、各町
村内で完結していた町営（村営）バスの運行を一体化。
運賃体系やバス停デザインを統一し、公共交通路線
マップを作成することにより地域の一体感を醸成し、利
用者への「わかりやすさ」にも配慮。

・会議には３町村全ての首長が委員として参画。また、
協議会の下に、町村間運行･事業者との調整などを行

郡内３町村（設楽町、東栄町、豊根村）が一つの生活圏として機能するよう行政界の壁を越えた連携により、町村間を結ぶ基幹
バスの共同運行を実施。高齢化・過疎化が進む中山間地にありながら、広域的な公共交通を実現。 また、隣接する新城市との連
携による広域路線協議や利用促進を実施。

北設楽郡公共交通活性化協議会（愛知県設楽町、東栄町、豊根村）

とりくみ事例の概要 ３町村の地域公共交通イメージ

J R大嵐駅

豊根村

稲武線

豊根設楽線
J R大嵐駅

豊根村

稲武線

豊根設楽線

実線：基幹バス 点線：支線バス 楕円：予約バス

山村の複数町村の連携で広域公共交通ネットワークを実現！概 要

総合事業 確保維持改善事業

・バス通学が可能となり高校生の下宿率が低下。

協議会の下に、町村間運行･事業者との調整などを行
う幹事会、町村内における住民・利用者意見を汲み上
げるための分科会を設置。

・平成２３年度は地域公共交通確保維持改善事業の補
助制度を活用し、隣接する新城市と連携して域内交通
見直しに関する調査事業を実施。

・新城市との連携事業には、バス利用促進キャンペーン
等の広域的な公共交通利用促進事業も実施。

豊鉄バス豊根村営バス

設楽町営バス東栄町営バス

設楽町

J R東栄駅

東栄病院

田口高校

J R 飯田線

東栄町

田口新城線

津具線

東栄設楽線

豊根東栄線

東栄線

設楽町

J R東栄駅

東栄病院

田口高校

J R 飯田線

東栄町

田口新城線

津具線

東栄設楽線

豊根東栄線

東栄線

新城市

町村ごとに異
なっていたバ
ス停デザイン

の統一

町村ごとに異
なっていたバ
ス停デザイン

の統一
「新城・北設めぐ
りキャンペーン」
等、バス利用促
進事業の実施

「新城・北設めぐ
りキャンペーン」
等、バス利用促
進事業の実施

北設楽郡公共交通活性化協議会 委員
名古屋大学 加藤博和 准教授
名古屋大学 福本雅之 技術補佐員

地域公共交通コーディネーターの参画

効 果
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愛知県北設楽郡３町村愛知県北設楽郡３町村

人口10,862人

4,246世帯

総面積553km2

高齢化率45%

岐阜県

長野県

名古屋市

設楽町

豊根村

高齢化率45%

• 典型的な中山間
過疎地域

• 人口減少・高齢化
進行が著しい

25km0

静岡県

愛知県

東栄町

設楽町設楽町

原生林「きららの森」

東栄町東栄町

奇祭「花まつり」

豊根村豊根村

天空の花回廊「芝桜」
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豊根村

東栄町設楽町

JR大嵐駅

田口高校

豊根東栄線

東栄設楽線

東栄線

田口新城線

豊根設楽線

【石堂～田口高校前】

豊根村から田口高校へ
のアクセス確保

津具線

【田口～下津具】

田口で新城方面、下津具
で石堂方面のバスに接続

稲武線

【田口～どんぐりの湯前】

豊田市稲武方面へのアク
セス確保

【石堂～東栄駅前】
豊根村から東栄病院・
東栄駅へのアクセス確保

【本郷～田口】

【とうえい温泉前～東栄駅前】

東栄病院・東栄駅方面へのア
クセス確保【田口～新城病院前】

新城市方面へのアクセス

•東栄病院への通院、田口高校への通学の利便性向上
•近隣市・鉄道駅へのアクセス
•路線バス、および町村営バスの相互乗り入れで確保

基幹バスの運行基幹バスの運行 域内共通のゾーン運賃を導入域内共通のゾーン運賃を導入

JR東栄駅

東栄病院
【本郷～田口】

東栄町から田口高校、
設楽町から東栄病院へ
のアクセス確保

新城市方面へのアクセス
確保（豊鉄バス）

支線バス・予約バスの運行支線バス・予約バスの運行
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広報と利用促進広報と利用促進

分かりやすく、親しみやすい公共交通分かりやすく、親しみやすい公共交通

オリジナルグッズの作成
（ピンバッチ）

９



◆公共施設巡回福祉バス（無料）と路線バスの循環
路線を一体化して、コミュニティバスを開設

◆地形の勾配に応じたバス
停勢圏の設定や乗り継ぎ
拠点を設定し､１回の乗換
で市内全域に移動可能

箕面市地域公共交通活性化協議会（大阪府箕面市）

市内移動が不便で市民満足度が低いことから、路線バスとの役割分担を行いコミュニティバスを開設し、評価見

直し基準を設け市民協働で持続可能な運行内容に見直している。さらに、将来ビジョンとして、「箕面市総合都市交
通戦略」を策定し、鉄道延伸を基軸とした交通体系の確立をめざしている。

概要

路線バスとコミュニティバスとの役割分担 鉄道との連携
・足湯も併設した交通案内所

を鉄道事業者
が設置して、
市観光協会が
運営

中部 東部北

各種団体との連携
・商業者による買物すれば復路の回数券を進
呈するサービス実施

・商工会議所、福祉団体等が定期券
回数券を販売

・大学や自治会がバス情報誌を作成

「市民協働」、「事業評価・見直し」、「連携」で持続可能な公共交通の実現を！

総合事業

◆バス車両デザインや愛称を
公募し、愛着のあるバスに

◆評価・見直しの指標、目標値、見直し基準を設定

◆見直しにより、需要予測を超える（１,０８４人/日）

◆市民協働で、利用促進策や運行サービスだけでな
く、費用負担のあり方も議論を重ね、持続可能な運
行内容に見直して、本格運行に繋げる

持続可能な運行内容に見直し

◆都市将来像の実現に向け、まちづくりと連携した
「箕面市総合都市交通戦略」を策定

◆鉄道延伸及び関連する交通結節点整備、バス路線
の再編、バスレーンの設置等の交通施策に取り組む

◆公共交通を軸とした交通体系の確立をめざす

将来ビジョンに対応
市
外
駅

東部南

中部

協議会・行政の取り組み
・マップ、時刻表、乗り方の冊子

を市内全５万６千世帯に配布
・ＰＣ、携帯、主要バス

停・施設内のデジタ
ルサイネージでバス
の位置情報を提供

乗継拠点
（商業施設）

東部北
西部北

路線バス網

西部南
コミバス網図

乗継拠点
（病院）

乗継拠点
（市内駅）

路線バスとの連携
・路線バスはフィーダー型に特化し
、便数の少ない路線を15便から21
便に増便

・路線バスとコミバスとの乗り継ぎ割
引の導入やＩＣカードの共通利用

赤ルート（東部北・南、中部）
青ルート（西部北、東部北）
黄ルート（西部南、東部南）

鉄道延伸

千里中央駅・
北大阪急行線
（豊中市）
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箕面市の位置箕面市の位置
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箕面市の概況箕面市の概況

橋本亭

明治４３年に建てられた旅館



箕面市の交通状況箕面市の交通状況 コミュニティバスの運行コミュニティバスの運行

１２

オレンジゆずるバスオレンジゆずるバス
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中国運輸局

＜マイレール意識の醸成＞
・駅の賑わい空間創出事業
⇒沿線地域の幼稚園、保育園等と連携した緑化活動、美化作
業等を実施

・肥薩おれんじ鉄道スタンプラリー
⇒熊本都市圏、鹿児島都市圏、沿線住民等を対象に沿線地域

肥薩おれんじ鉄道は、開業以来、通勤、通学、通院、買い物等の地域住民の身近な生活路線として、また、沿線地域における観
光客に利用されている。利用者の７割は通学者で、沿線人口の減少も進む中、利用環境の向上や利用促進に向け、企画イベント
列車の運行、スタンプラリー等の取組みを行っている。

地域公共交通活性化・再生総合事業の実施状況

肥薩おれんじ鉄道沿線地域公共交通活性化協議会 （熊本県八代市、水俣市等）

概 要

企画イベント列車

路線図（イメージ図）

地域ぐるみの利用者サービスの向上、沿線観光資源の活用の取組で地域鉄道の満足度が向上！

総合事業

確保維持改善事業

⇒熊本都市圏、鹿児島都市圏、沿線住民等を対象に沿線地域
の観光･物産施設を巡るスタンプラリーを実施

・おれんじ動く美術館
⇒沿線住民の子どもたちの絵画や写真の展示、旧国鉄時代か
ら現在までのエピソードと写真を募集し車内で展示

･観光振興の取組みと連携したPRとリピーターの確保
⇒海水浴キャンペーン、 ＰＲ誌「ことこと」作成、情報誌「九州の
ムラへ行こう」掲載、海外誘客ツールDVD、リーフレットの作成

・企画イベント列車の運行
⇒うまかもん列車、スウィーツ列車、子ども探検隊列車の実施

成 果

・利便性等の向上による利用者の満足度は８７．８％で、年々上
昇傾向にある

・車両一口オーナーは、新たに７０口増加し、５７６口となった
・おれんじ鉄道友の会は、新規が２０５人増加し９８２人となった

ホームページのリニューアル

おれんじ動く美術館
沿線地域の観光振興の取組み
と連携したPR（海外誘客） 駅の賑わい空間創出事業
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駅の賑わい空間創出事業

肥薩おれんじ鉄道スタンプラリー

http://www.hs-orange.com/

肥薩おれんじ鉄道スタンプラリー

アクセスはこちらから １５



おれんじ動く美術館

沿線地域の観光振興の取組と連携した
ＰＲとリピーターの確保
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企画イベント列車の運行

「オーナー制度」「肥薩おれんじ鉄道
友の会」拡充と乗車運動の展開
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